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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第66期

中間連結会計期間
第67期

 中間連結会計期間
第66期

会計期間
自 2025年４月１日
至 2025年９月30日

自 2026年４月１日
至 2026年９月30日

自 2025年４月１日
至 2026年３月31日

売上高 (千円) 14,841,295 16,538,127 29,688,405

経常利益 (千円) 1,525,470 920,765 2,768,871

親会社株主に帰属する
中間(当期)純利益

(千円) 1,082,025 1,786,085 1,990,482

中間包括利益又は包括利益 (千円) 1,179,988 1,617,305 3,614,025

純資産額 (千円) 19,842,222 22,931,991 21,929,060

総資産額 (千円) 32,762,279 32,795,147 32,563,331

１株当たり中間(当期)純利益 (円) 155.17 257.16 286.00

潜在株式調整後
１株当たり中間(当期)純利益

(円) － － －

自己資本比率 (％) 57.50 66.92 64.34

営業活動によるキャッシュ・フロー (千円) 1,637,894 461,143 3,703,316

投資活動によるキャッシュ・フロー (千円) △107,623 206,904 △1,137,072

財務活動によるキャッシュ・フロー (千円) △543,067 △2,133,483 △2,570,301

現金及び現金同等物の
中間期末(期末)残高

(千円) 9,209,512 7,567,527 9,025,817
 

(注) １．当社は中間連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり中間(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 
２ 【事業の内容】

当中間連結会計期間において、当社グループ(当社及び当社の連結子会社)は、プリント基板事業を運営する連結子

会社であった大英エレクトロニクス株式会社の全株式を譲渡し、同事業から撤退いたしました。これに伴い、大英エ

レクトロニクス株式会社は当中間連結会計期間から連結除外となりました。

この結果、2026年９月30日現在では、当社グループは、当社及び連結子会社５社により構成され、プラスチック成

形事業のみの単一事業を営むこととなりました。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当中間連結会計期間において、当半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、経営者が

連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識している主

要なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありませ

ん。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当中間連結会計期間の末日現在において当社グループ(当社及び連結子会社)が判断し

たものであります。

　

(1) 財政状態及び経営成績の状況

当中間連結会計期間における国内外の経済は、日本においては雇用環境の改善や省力化推進による設備投資の増

加などにより、経済活動は底堅く推移したものの、人手不足の常態化、金利・為替の変動、中東情勢に伴う物価上

昇やサプライチェーンの混乱など、経営環境は不安定かつ不透明な状況が続いております。海外におきましては、

AI関連投資等を背景に、米国を中心に緩やかな成長を維持したものの、中東情勢の緊迫化による地政学リスクの高

まりなど不安定かつ不透明な状況が継続いたしました。

当社を取り巻く業界におきましては、自動車、家電分野ともに需要は堅調に推移し、好調な受注が続きました

が、半導体不足による生産の混乱が生じたほか、得意先の中国回避や中国市場での需要悪化を背景に、中国現地法

人の業況が低調に推移いたしました。また、中東情勢の悪化に伴い高騰が続いている原材料価格や人件費等の経費

の得意先への価格転嫁が遅れており、収益を圧迫いたしました。

一方、2026年６月にプリント基板事業を運営する大英エレクトロニクス株式会社の株式譲渡を決議し、翌月７月

に株式譲渡が完了したことに伴い、特別利益として関係会社株式売却益14億４千５百万円を計上いたしました。

その結果、当中間連結会計期間における業績は、売上高は165億３千８百万円と前年同期と比べ16億９千６百万

円(11.4％)の増収、営業利益は９億５千６百万円と前年同期と比べ３億４千３百万円(26.4％)の減益、経常利益は

９億２千万円と前年同期と比べ６億４百万円(39.6％)の減益、親会社株主に帰属する中間純利益は17億８千６百万

円と前年同期と比べ７億４百万円(65.1％)の増益となりました。
 

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

①　プラスチック成形事業

当セグメントにおきましては、主にプリンター部品や医療機器関連の部品における受注増加に伴い、プラス

チック成形事業全体の売上高は増加いたしました。しかしながら、プラスチック原材料の値上げや積極的な設

備投資などにより減益に転じました。その結果、当中間連結会計期間において、売上高はセグメント間の内部

売上高を含めて163億２千２百万円と前年同期と比べ18億５千５百万円(12.8％)の増収となりましたが、セグ

メント利益(営業利益)は８億５千９百万円と前年同期と比べ２億４千８百万円(22.4％)の減益となりました。

②プリント基板事業

当セグメントにおきましては、経営資源をプラスチック成形事業に集中させるため、プリント基板事業を運

営する連結子会社であった大英エレクトロニクス株式会社の全株式を譲渡することで撤退いたしました。な

お、大英エレクトロニクス株式会社は、株式譲渡に伴い当中間連結会計期間から連結除外となっております。
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当中間連結会計期間末の財政状態は、流動資産につきましては、前連結会計年度末に比べ３億５千３百万円増加

し、211億２千８百万円となりました。受取手形及び売掛金が５億５千６百万円、商品及び製品が２億４千６百万

円、原材料及び貯蔵品が３億３千９百万円それぞれ増加し、現金及び預金が７億２千７百万円減少したことなどが

主な要因です。

固定資産につきましては、前連結会計年度末に比べ１億２千１百万円減少し、116億６千６百万円となりまし

た。有形固定資産が１億３千５百万円減少したことなどが主な要因です。

この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べ２億３千１百万円増加し、327億９千５百万円となりました。

また、流動負債につきましては、前連結会計年度末に比べ５億２千４百万円減少し、70億７百万円となりまし

た。短期借入金が11億３千７百万円減少し、支払手形及び買掛金が６億４千８百万円増加したことなどが主な要因

です。

固定負債につきましては、前連結会計年度末に比べ２億４千６百万円減少し、28億５千６百万円となりました。

長期借入金が２億３千４百万円減少したことなどが主な要因です。

この結果、負債の部は、前連結会計年度末に比べ７億７千１百万円減少し、98億６千３百万円となりました。

純資産につきましては、前連結会計年度末に比べ10億２百万円増加し、229億３千１百万円となりました。利益

剰余金が11億９千３百万円増加したことなどが主な要因です。

 

(2) キャッシュ・フローの状況

当中間連結会計期間における現金及び現金同等物は、75億６千７百万円となり、前年同期と比べ16億４千１百万

円(17.8％)減少いたしました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当中間連結会計期間における営業活動によるキャッシュ・フローにつきましては、税金等調整前中間純利益23億

６千３百万円、非資金費用である減価償却費６億３千万円、売上債権の増加額５億３千５百万円、棚卸資産の増加

額６億２千３百万円、仕入債務の増加額７億４百万円、未払金の減少額４億９千６百万円及び関係会社株式売却益

14億４千５百万円などにより、営業活動全体として４億６千１百万円の収入となり、前年同期と比べ収入が11億７

千６百万円(71.8％)の減少となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当中間連結会計期間における投資活動によるキャッシュ・フローにつきましては、定期預金の預入による支出20

億９千９百万円、定期預金の払戻による収入13億５千２百万円、有形固定資産の取得による支出６億４千３百万

円、無形固定資産の取得による支出２億９千７百万円及び連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却による収入19

億１千８百万円などにより、投資活動全体として２億６百万円の収入(前年同期は１億７百万円の支出)となりまし

た。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当中間連結会計期間における財務活動によるキャッシュ・フローにつきましては、短期借入金の純減額11億３千

万円、長期借入金の返済による支出５億９百万円、配当金の支払額５億８千９百万円などにより、財務活動全体と

して21億３千３百万円の支出となり、前年同期と比べ支出が15億９千万円(292.9％)の増加となりました。

 
(3) 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当中間連結会計期間において、当社グループの優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題に重要な変更及び新

たに生じた課題はありません。

なお、経営方針・経営戦略、経営上の目標の達成状況を判断するための客観的な指標等につきましては、特に定

めておりません。

 

(4) 研究開発活動

当社グループにおけるセグメント別の研究開発活動は、プラスチック成形事業における当社が所有する金型の設

計・加工、プラスチックの成形・組立・加飾の技術開発であります。

当社グループにおきましては、案件ごとに個別プロジェクトを発足し、各部署が連携して技術開発を進めており

ます。プロジェクトの体系では、独立した組織ではなく、費用区分が困難なため、研究開発費としての算出をして

おりません。
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(5) 生産、受注及び販売の実績

当社の売上高は国内外における経済活動の活性化を背景とした受注の回復及び増加に伴い、当中間連結会計期間

における売上高は前年同期比11.4％の増収となりました。

 

(6) 経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

当社グループの取り扱い品目は、デジタルカメラ、ビデオカメラ、カーナビゲーション部品等、個人消費の動向

をはじめ全般的な景気動向が当社グループの業績に影響を与える可能性があります。また、当社グループ内の取引

は、基本的に米ドルによる取引であるため為替の動向次第では当社グループの業績に影響を与える可能性がありま

す。

 

(7) 経営者の問題認識と今後の方針について

当社グループでは、各部署からの最新の情報等を入手し、今後の事業展開の判断材料となるよう毎週取締役及び

各部署長による会議を開催しております。また、経営環境の変化に速やかに対応できるよう、主要な部署に取締役

を配置しております。

今後におきましても、取引先の要求に対して、高技術化、スピード化で対応できるよう、当社グループ全体で機

敏な営業展開に努めるとともに、積極的に新規分野への進出を視野に入れ事業活動を展開してまいります。特に、

主力のデジタル家電機器関連、自動車関連部品を中心とした受注及び収益力の拡大を図り、更なる新事業を開拓す

るため、設備投資等による新技術の開発や業務の効率化を図ります。また、製造のグローバル化に対応するため海

外企業間の直接取引を拡大し、連結業績の向上に努めてまいります。
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３ 【重要な契約等】

当社は、2026年６月17日開催の取締役会において、当社の連結子会社である大英エレクトロニクス株式会社の全株

式を竹田iPホールディングス株式会社に譲渡することを決議し、同日付けで株式譲渡契約を締結いたしました。ま

た、2026年７月13日付けで株式を譲渡したことに伴い、大英エレクトロニクス株式会社を連結の範囲から除外いたし

ました。

 
(1) 株式譲渡の理由

当社の経営資源を自社の主要なプラスチック成形事業に集中させ、競争力を高めるとともに、また今後、大英エレ

クトロニクス株式会社の一層の成長を実現していくため、竹田iPホールディングス株式会社へ本株式譲渡を行うこと

を決議いたしました。

 
(2) 株式売却の相手先の名称

竹田iPホールディングス株式会社

 
(3) 譲渡の時期

意思決定日　　　　2026年６月17日

契約締結日　　　　2026年６月17日

株式譲渡実行日　　2026年７月13日

 
(4) 譲渡する子会社の概要

名称　　　　　　　大英エレクトロニクス株式会社

事業内容　　　　　プリント配線基板の設計・検査・販売

資本金　　　　　　80,000千円

 
(5) 譲渡株式数、譲渡価額、譲渡損益及び譲渡後の持分比率

譲渡株式数　　　　156,440株(議決権所有割合：100.0％)

譲渡価額　　　　　2,289,030千円

譲渡損益　　　　　関係会社株式売却益　1,445,971千円

譲渡後の持分比率　０株(議決権所有割合：０％)
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 30,000,000

計 30,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
中間会計期間末
現在発行数(株)
(2026年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2026年11月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 7,739,548 7,739,548
 東京証券取引所
スタンダード市場 

単元株式数は100株であ
ります。

計 7,739,548 7,739,548 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2026年９月30日 ― 7,739,548 ― 2,188,960 ― 2,211,687
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(5) 【大株主の状況】

2026年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
(自己株式を
除く。)の
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

田中　肇 岐阜市 501 7.23

株式会社大垣共立銀行 大垣市郭町三丁目98番地 328 4.74

株式会社十六銀行 岐阜市神田町八丁目26番地 270 3.90

名古屋中小企業投資育成株式会社 名古屋市中村区名駅南一丁目16番30号 247 3.57

株式会社三菱ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内一丁目４番５号 220 3.17

国立大学法人東海国立大学機構 名古屋市千種区不老町１ 200 2.88

ムトー精工従業員持株会 各務原市鵜沼川崎町一丁目60番地の１ 177 2.57

株式会社日本カストディ銀行（信
託口）

東京都中央区晴海一丁目８番12号 175 2.53

ＲＥ ＦＵＮＤ 1０７－ＣＬＩＥ
ＮＴ ＡＣ
(常任代理人 シティバンク、エ
ヌ・エイ）

ＭＩＮＩＳＴＲＩＥＳ　ＣＯＭＰＬＥＸ　Ａ
ＬＭＵＲＱＡＢ　ＡＲＥＡ　ＫＵＷＡＩＴ　
ＫＷ　１３００１
 (東京都新宿区新宿六丁目27番30号　東京支
店)

128 1.86

公益財団法人ソニー教育財団 東京都港区港南一丁目７番１号 110 1.59

計 － 2,361 34.04
 

(注) １．上記のほか当社所有の自己株式802千株があります。

２．上記の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は、次のとおりであります。

株式会社日本カストディ銀行(信託口) 175千株
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   2026年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

― ―
普通株式 802,600

 

完全議決権株式(その他) 普通株式 6,908,400
 

69,084 ―

単元未満株式 普通株式 28,548
 

― ―

発行済株式総数 7,739,548 ― ―

総株主の議決権 ― 69,084 ―
 

 

② 【自己株式等】

  2026年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
ムトー精工株式会社

岐阜県各務原市鵜沼
川崎町一丁目60番地の１

802,600 ― 802,600 10.37

計 ― 802,600 ― 802,600 10.37
 

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当中間会計期間において、役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．中間連結財務諸表の作成方法について

当社の中間連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(昭和51年大蔵省令第28号。

以下「連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

また、当社は、金融商品取引法第24条の５第１項の表の第１号の上欄に掲げる会社に該当し、連結財務諸表規則第

１編及び第３編の規定により第１種中間連結財務諸表を作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間連結会計期間(2026年４月１日から2026年９月30

日まで)に係る中間連結財務諸表について、かがやき監査法人による期中レビューを受けております。
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１ 【中間連結財務諸表】

(1) 【中間連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2026年３月31日)

当中間連結会計期間
(2026年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 10,873,709 10,145,899

  受取手形及び売掛金 4,608,552 5,165,292

  電子記録債権 217,193 38,805

  商品及び製品 923,580 1,169,684

  仕掛品 1,382,836 1,375,364

  原材料及び貯蔵品 2,120,510 2,459,960

  未収入金 117,103 57,222

  その他 532,513 716,547

  貸倒引当金 △945 -

  流動資産合計 20,775,055 21,128,777

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 4,502,322 4,401,370

   機械装置及び運搬具（純額） 2,917,338 2,999,418

   土地 2,089,263 1,859,688

   リース資産（純額） 273,027 252,231

   建設仮勘定 198,715 317,619

   その他（純額） 547,887 562,594

   有形固定資産合計 10,528,554 10,392,922

  無形固定資産 337,801 499,835

  投資その他の資産   

   投資有価証券 571,739 523,442

   繰延税金資産 138,719 91,983

   その他 211,585 158,311

   貸倒引当金 △125 △125

   投資その他の資産合計 921,919 773,612

  固定資産合計 11,788,275 11,666,369

 資産合計 32,563,331 32,795,147
 

 

EDINET提出書類

ムトー精工株式会社(E01032)

半期報告書

11/25



 

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2026年３月31日)

当中間連結会計期間
(2026年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 2,458,029 3,106,690

  短期借入金 2,248,600 1,111,050

  1年内返済予定の長期借入金 999,184 1,024,184

  未払法人税等 291,026 603,564

  賞与引当金 254,794 334,130

  関係会社整理損失引当金 12,732 7,695

  その他 1,267,202 819,834

  流動負債合計 7,531,570 7,007,149

 固定負債   

  長期借入金 1,859,312 1,624,720

  長期未払金 120,185 120,185

  繰延税金負債 418,760 446,490

  役員退職慰労引当金 29,928 -

  退職給付に係る負債 400,319 308,376

  資産除去債務 - 101,898

  その他 274,194 254,336

  固定負債合計 3,102,700 2,856,006

 負債合計 10,634,270 9,863,155

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 2,188,960 2,188,960

  資本剰余金 2,255,557 2,259,392

  利益剰余金 13,163,529 14,356,921

  自己株式 △718,764 △744,266

  株主資本合計 16,889,283 18,061,007

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 378,410 315,795

  為替換算調整勘定 3,683,784 3,568,903

  その他の包括利益累計額合計 4,062,195 3,884,699

 非支配株主持分 977,581 986,285

 純資産合計 21,929,060 22,931,991

負債純資産合計 32,563,331 32,795,147
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(2) 【中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書】

【中間連結損益計算書】

           (単位：千円)

          前中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
　至 2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2026年４月１日
　至 2026年９月30日)

売上高 14,841,295 16,538,127

売上原価 11,738,343 13,762,995

売上総利益 3,102,951 2,775,131

販売費及び一般管理費 ※1  1,802,964 ※1  1,818,161

営業利益 1,299,987 956,970

営業外収益   

 受取利息 80,560 46,814

 受取配当金 6,402 9,544

 為替差益 158,025 -

 助成金収入 3,981 -

 その他 11,235 17,376

 営業外収益合計 260,204 73,734

営業外費用   

 支払利息 32,731 29,840

 為替差損 - 79,940

 その他 1,990 158

 営業外費用合計 34,721 109,939

経常利益 1,525,470 920,765

特別利益   

 固定資産売却益 1,788 6,366

 関係会社株式売却益 - 1,445,971

 特別利益合計 1,788 1,452,337

特別損失   

 固定資産売却損 2,891 4,775

 固定資産除却損 0 4,884

 貸倒損失 - 41

 関係会社整理損失引当金繰入額 - 184

 特別損失合計 2,891 9,885

税金等調整前中間純利益 1,524,367 2,363,217

法人税等 388,783 583,438

中間純利益 1,135,583 1,779,778

非支配株主に帰属する中間純利益又は非支配株主に
帰属する中間純損失（△）

53,558 △6,307

親会社株主に帰属する中間純利益 1,082,025 1,786,085
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【中間連結包括利益計算書】

           (単位：千円)

          前中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
　至 2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2026年４月１日
　至 2026年９月30日)

中間純利益 1,135,583 1,779,778

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 76,414 △62,615

 為替換算調整勘定 △32,009 △99,857

 その他の包括利益合計 44,404 △162,473

中間包括利益 1,179,988 1,617,305

（内訳）   

 親会社株主に係る中間包括利益 1,112,238 1,608,589

 非支配株主に係る中間包括利益 67,749 8,716
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(3) 【中間連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
　至 2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2026年４月１日
　至 2026年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前中間純利益 1,524,367 2,363,217

 減価償却費 646,978 630,473

 有形固定資産除却損 0 4,884

 貸倒引当金の増減額（△は減少） 320 △41

 賞与引当金の増減額（△は減少） 47,614 94,858

 役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 1,650 825

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 8,704 13,693

 受取利息及び受取配当金 △86,962 △56,358

 支払利息 32,731 29,840

 有形固定資産売却損益（△は益） 1,103 △1,590

 売上債権の増減額（△は増加） △1,057,552 △535,274

 棚卸資産の増減額（△は増加） △280,374 △623,636

 仕入債務の増減額（△は減少） 947,651 704,047

 未払金の増減額（△は減少） △236,705 △496,419

 未払費用の増減額（△は減少） 77,469 10,327

 未払消費税等の増減額（△は減少） 107,056 △32,967

 関係会社整理損失引当金の増減額（△は減少） △25,241 △5,037

 関係会社株式売却損益（△は益） - △1,445,971

 その他 162,733 9

 小計 1,871,543 654,879

 利息及び配当金の受取額 86,882 56,635

 利息の支払額 △33,592 △29,080

 法人税等の支払額 △290,216 △285,663

 法人税等の還付額 3,277 64,372

 営業活動によるキャッシュ・フロー 1,637,894 461,143

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の預入による支出 △1,583,459 △2,099,355

 定期預金の払戻による収入 2,046,077 1,352,855

 有形固定資産の取得による支出 △559,263 △643,209

 有形固定資産の売却による収入 6,316 8,928

 無形固定資産の取得による支出 △12,595 △297,507

 
連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却によ
る収入

- 1,918,875

 その他 △4,697 △33,682

 投資活動によるキャッシュ・フロー △107,623 206,904

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） 450,000 △1,130,600

 長期借入れによる収入 300,000 300,000

 長期借入金の返済による支出 △504,998 △509,592

 自己株式の取得による支出 △129,940 △28,219

 配当金の支払額 △525,368 △589,129

 非支配株主への配当金の支払額 △121,500 △143,610

 
連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得
による支出

- △1,463

 その他 △11,260 △30,869

 財務活動によるキャッシュ・フロー △543,067 △2,133,483
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           (単位：千円)

          前中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
　至 2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2026年４月１日
　至 2026年９月30日)

現金及び現金同等物に係る換算差額 △62,629 7,145

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 924,574 △1,458,290

現金及び現金同等物の期首残高 8,284,938 9,025,817

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※1  9,209,512 ※1  7,567,527
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【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更に関する注記)

当中間連結会計期間
(自 2026年４月１日 至 2026年９月30日)

(連結の範囲の重要な変更) 

当中間連結会計期間において、プリント基板事業を運営する連結子会社であった大英エレクトロニクス株式会社

は株式譲渡したため、連結の範囲から除外しております。
 

 

(中間連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

当中間連結会計期間
(自 2026年４月１日 至 2026年９月30日)

(税金費用の計算)

海外連結子会社の税金費用については、当中間連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税

効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前中間純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用

しております。
 

 

(中間連結損益計算書関係)

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 
前中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
 至 2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2026年４月１日
 至 2026年９月30日)

発送運賃 404,097千円 478,610千円

報酬及び給与 664,494千円 570,210千円

賞与引当金繰入額 85,535千円 72,939千円

退職給付費用 8,897千円 11,469千円

役員退職慰労引当金繰入額 1,650千円 825千円
 

 

(中間連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１　現金及び現金同等物の中間期末残高と中間連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとお

りであります。

 
前中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
 至 2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2026年４月１日
 至 2026年９月30日)

現金及び預金 10,809,697千円 10,145,899千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △1,600,184千円 △2,578,372千円

現金及び現金同等物 9,209,512千円 7,567,527千円
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(株主資本等関係)

前中間連結会計期間(自 2025年４月１日 至 2025年９月30日)

 

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2025年６月24日
定時株主総会

普通株式 523,615 74.50 2025年３月31日 2025年６月25日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2025年11月13日
取締役会

普通株式 208,381 30.00 2025年９月30日 2025年12月16日 利益剰余金
 

 
当中間連結会計期間(自 2026年４月１日 至 2026年９月30日)

 

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2026年６月23日
定時株主総会

普通株式 590,408 85.00 2026年３月31日 2026年６月24日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2026年11月12日
取締役会

普通株式 402,341 58.00 2026年９月30日 2026年12月15日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

 
Ⅰ 前中間連結会計期間(自 2025年４月１日 至 2025年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

 報告セグメント
調整額

中間連結
損益計算書
計上額 

プラスチック
成形事業

プリント基板
事業

計

売上高      

外部顧客への売上高 14,462,610 378,685 14,841,295 － 14,841,295

セグメント間の内部
売上高又は振替高

4,093 － 4,093 △4,093 －

計 14,466,703 378,685 14,845,388 △4,093 14,841,295

セグメント利益 1,108,481 191,505 1,299,987 － 1,299,987
 

(注）セグメント利益の合計は、中間連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 
２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

 

Ⅱ 当中間連結会計期間(自 2026年４月１日 至 2026年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

 
 報告セグメント

調整額
中間連結
損益計算書
計上額 

プラスチック
成形事業

プリント基板
事業

計

売上高      

外部顧客への売上高 16,320,760 217,366 16,538,127 － 16,538,127

セグメント間の内部
売上高又は振替高

1,433 － 1,433 △1,433 －

計 16,322,193 217,366 16,539,560 △1,433 16,538,127

セグメント利益 859,632 97,337 956,970 － 956,970
 

(注）1.セグメント利益の合計は、中間連結損益計算書の営業利益と一致しております。

2.「プリント基板事業」に分類しておりました大英エレクトロニクス株式会社については、当中間連結会計期間

において全株式を譲渡したため、連結の範囲から除外しております。売上高、セグメント利益の金額について

は、連結除外日までの実績を含めております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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(収益認識関係)

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

 
前中間連結会計期間(自 2025年４月１日 至 2025年９月30日)

財又はサービスの種類別の内訳

(単位：千円)

 報告セグメント
合計

 
プラスチック
成形事業

プリント基板
事業

自動車関連部品 4,710,446 － 4,710,446

ビデオカメラ部品 180,570 － 180,570

デジタルカメラ部品 4,307,415 － 4,307,415

プリンター部品 1,844,755 － 1,844,755

電子ペン部品 836,176 － 836,176

金型 1,160,500 － 1,160,500

プリント基板 － 378,685 378,685

その他 1,422,745 － 1,422,745

顧客との契約から生じる収益 14,462,610 378,685 14,841,295

外部顧客への売上高 14,462,610 378,685 14,841,295
 

 
当中間連結会計期間(自 2026年４月１日 至 2026年９月30日)

財又はサービスの種類別の内訳

(単位：千円)

 報告セグメント
合計

 
プラスチック
成形事業

プリント基板
事業

自動車関連部品 4,779,775 － 4,779,775

ビデオカメラ部品 147,462 － 147,462

デジタルカメラ部品 4,149,456 － 4,149,456

プリンター部品 2,648,148 － 2,648,148

電子ペン部品 894,241 － 894,241

金型 1,100,624 － 1,100,624

プリント基板 － 217,366 217,366

その他 2,601,051 － 2,601,051

顧客との契約から生じる収益 16,320,760 217,366 16,538,127

外部顧客への売上高 16,320,760 217,366 16,538,127
 

(注) 「プリント基板事業」に分類しておりました大英エレクトロニクス株式会社については、当中間連結会計期間

において全株式を譲渡したため、連結の範囲から除外しております。売上高については、連結除外日までの実

績を含めております。
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(１株当たり情報)

１株当たり中間純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2026年４月１日
至 2026年９月30日)

１株当たり中間純利益 155円17銭 257円16銭

 (算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する中間純利益(千円) 1,082,025 1,786,085

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
中間純利益(千円)

1,082,025 1,786,085

普通株式の期中平均株式数(株) 6,973,211 6,945,459
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【その他】

第67期（2026年４月１日から2027年３月31日まで）中間配当について、2026年11月12日開催の取締役会において、

2026年９月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

①　配当金の総額                                 402百万円

②　１株当たりの金額      　                     58円00銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日    2026年12月15日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の中間連結財務諸表に対する期中レビュー報告書
 

2026年11月12日

ムトー精工株式会社

取締役会  御中

 

かがやき監査法人
 

　 名古屋事務所
 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士 深　　井　　大　　督  

 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士 牛　　丸　　智　　詞  

 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているムトー精工株式

会社の2026年４月１日から2027年３月31日までの連結会計年度の中間連結会計期間（2026年４月１日から2026年９月30

日まで）に係る中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借対照表、中間連結損益計算書、中間連結包括利益計算書、

中間連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の中間連結財務諸表が、期中連結財務諸表に係る我が国において

一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、ムトー精工株式会社及び連結子会社の2026年９月30日現在の

財政状態並びに同日をもって終了する中間連結会計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 
監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。

期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載

されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用

される規定を含む。）に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任

を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

中間連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、期中連結財務諸表に係る我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して中

間連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間連結財

務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

中間連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間連結財務諸表を作成することが適切

であるかどうかを評価し、期中連結財務諸表に係る我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づ

いて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。
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中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から中間連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー

手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、中間連結財務諸表において、期中連結財務諸表に係る我が国

において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認め

られないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報

告書において中間連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間連結財務諸表の

注記事項が適切でない場合は、中間連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められてい

る。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業

は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　中間連結財務諸表の表示及び注記事項が、期中連結財務諸表に係る我が国において一般に公正妥当と認められる企

業会計の基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間

連結財務諸表の表示、構成及び内容、並びに中間連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していない

と信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　中間連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、中間連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査人

の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発

見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている

場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を

行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以  上

 
 

(注) １．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは期中レビューの対象には含まれていません。
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